
研究テーマ

研究の背景および目的

■おもな研究内容
●異種材料の接合

アルミニウム同士はもとより、アルミニ
ウムと樹脂、マグネシウム、チタン、鋼、
など異種材料の接合について、界面形成機
構の観点からそれぞれの組み合わせに最適
な接合条件の策定を目指す。これまでに、
工業用純アルミニウムとPET樹脂の接合に
ついて継手効率80％を達成した。このほか
に、アルミニウムとチタン、マグネシウム
の接合にも成功し、接合界面に本法特有の
界面凹凸構造と拡散層を確認している。
●円盤表面性状の設計指針策定

円盤表面にDLCコーティングを施すこと
で動摩擦係数を下げて過剰な発熱を避ける
ことの有用性が確認されている。小孔加工
やレーザ処理等による表面凹凸付与の有効
性検証を続けている。
●連続接合機構の設計

⾧尺材の接合を目指して装置改良中

期待される効果・応用分野

■共同研究・特許など
特許:接合装置並びにそれを用いた接合方法及び接合体の製造方法（特許第6868885号）

円盤摩擦接合の研究
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円盤摩擦接合（Disc Friction Joining: DFJ）は富山大学で開発された全く新しい接合法である。原
理は、回転する円盤の両側から板状の被接合材を押し当て、摩擦発熱を利用して材料の一部を軟化さ
せた状態で円盤を抜き去る際に両材が接触し加圧力にて接合するものである。

DFJは円盤の表裏で異なる表面性状を作りこめるので異種材料の接合において相手材に応じて最適
な動摩擦状態を得ることができる。すなわち、融点差の大きな材料、変形能の温度依存性が大きく異
なる材料、金属と樹脂といった結合様式が異なる材料、などの異種材料の接合法として期待できる。

本研究は、円盤性状の最適化指針策定を基調としてDFJ技術の社会実装を目的とする。

１．日本発の溶接・接合技術が世界で活用される。
２．従来接合が難しかった組み合わせの異種接合が可能になり、マルチマテリアル技術に貢献する。
３．DFJ特有の接合界面微細構造の理解により、理想的な異種材料接合プロセス策定へと展開する。
４．接合用円盤表面性状の設計指針策定とともにトライボロジーへの理解が深まる。
５．可逆接合界面の創出原理が導き出される。


